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開催概要 

 

 

APOSHO年次総会は、各国のAPOSHO加盟団体の持ち回りで毎年開催されており、

日本での開催は、1988 年（第 4 回）及び 1989 年（第 5 回）から実に 32 年ぶりの開催

となる。日本では今回の第 35 回「アジア太平洋労働安全衛生機構年次総会」をより

多くの方にご参加いただくよう、名称を「アジア太平洋安全衛生大会」（APOSHO35）と

して開催した。 

 

なお、本大会を開催するにあたり厚生労働省から多大なる協力をいただき、中央労

働災害防止協会の補助事業の一環として実施した。 

 

１．開催期間 

令和 3年 10 月 27 日（水） 13 時～17 時  

令和 3年 10 月 28 日（木） 13 時～20 時 

 

２．開催方法 

オンライン参加もしくは第 80 回全国産業安全衛生大会（東京）の会場である東京

国際フォーラム内の APOSHO35 サテライト会場（ホール D1）におけるライブ配信

の視聴。また、開催後、1 か月間のオンデマンド配信の視聴。 

 

注）APOSHO 加盟会員については、当初、オンライン又は現地（東京）参加としてい

たが、新型コロナウイルス感染拡大のため現地（東京）参加を中止とし、オンライン

のみの参加とした。 

 

３．参加費 

参加費については、2 日間の参加に限り無料 

 

４．大会テーマ 

全ての人のための持続可能な開発に向けた安全衛生を考える 

Designing OSH for sustainable development for all 

 

「全ての人のための持続可能な開発に向けた安全衛生を考える。」を本大会のテー

マとし、安全衛生に関する情報発信・共同学習・意見交換等を行い、相互理解やネ

ットワーク構築を図り、アジア地域及び参加各国、企業の労働安全衛生水準の向

上を目指した。 
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５．併 催 

第 80 回全国産業安全衛生大会（東京）  緑十字展 2021 

 

６．サテライト会場 

東京国際フォーラム（ホール D）にサテライト会場を設けた。 

（住所：東京都千代田区丸の内 3丁目 5番 1号） 

 

７．配信会場 

女性就業支援センターホール 

（住所：東京都港区芝 5-35-3 女性就業支援センター4階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．日本開催事務局 

 中央労働災害防止協会 技術支援部 国際課 

（住所：東京都港区芝 5-35-2 安全衛生総合会館 6階） 

 電話 03-3452-6297  メール aposho35@jisha.or.jp 

 担当 住 潔（技術支援部次長）  高井 喜子（国際課係長） 
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９．プログラム 

 

 

注）基調講演「日本の労働安全衛生行政の最近の動向」については、厚生労働省労働基準局 

安全衛生部計画課調査官 長山隆志様にご講演をいただいた。 
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１０．参加登録者数 

 

全体参加者 701 名 

（国内参加者 459 名＋海外参加者 242 名） 

 

海外参加国内訳（28 ヵ国）（参加延人数） 

 

 

 

（注 1）以下は海外参加者数に含まれる。 

APOSHO 加盟団体数（海外）･･･ 20 団体 

APOSHO 名誉会員数（海外）･･･ 6 名 

 

（注 2）上記の数には、サテライト会場における視聴者及び複数名による同時視聴者

の数は含まれない。 

 

１１．広報媒体（制作物）（P10 以降に写真を掲載） 

 

 ・ウェブサイト（日本語・英語） 

 ・リーフレット（Pre-Announcement）（日本語） 

 ・リーフレット（First Announcement）（日本語・英語） 

 ・リーフレット（Second Announcement）（日本語・英語） 

 ・プログラム（日本語・英語） 

 ・ポスター（日本語・英語） 
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１２．アンケート結果 

 

下記のとおり、国内（日本）と海外に分けてオンラインアンケートを実施した。 

 

回答数 

国内（日本） 64 件（回答率 14％） 

海外 63 件（回答率 26％） 

 

アンケート結果（一部） 

 

国内（日本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外 

 

 

１３．運営委託業者 

 

株式会社 コンベンション リンケージ 

（住所：東京都千代田区三番町 2） 



8 

 

１４．配信中の画面（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演 

ILO（国際労働機関） 

労働安全衛生・労働監督上級専門家 

川上 剛 氏 

開会挨拶 

中央労働災害防止協会 

理事長 竹越 徹 

技術発表（ゲストスピーカー） 

アメリカ安全評議会（NSC） 

ソートリーダーシップ次長 

John Dony 氏 

技術発表（ゲストスピーカー） 

英国労働安全衛生協会（IOSH） 

理事長 James Quinn 氏 
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特別講演 

新潟大学  

工学部 准教授 

東瀬 朗 氏  

特別講演 

石巻市復興まちづくり情報交流館 

中央館館長 

リチャード・ハルバーシュタット 氏 

技術発表 

BuildUp Research and Interactive 

Training Services 社（オーストラリア）

代表取締役 

Marilyn Hubner 氏 

技術発表 

香港職業安全健康局  

専務理事 

Bonnie Yau 氏 
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ウェブサイト（日本語） 
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リーフレット（Pre-Announcement）（日本語） 
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リーフレット（First Announcement）（日本語） 
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リーフレット（Second Announcement）（日本語） 
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リーフレット（Second Announcement）（英語） 
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プログラム（日本語） 
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ポスター（日本語・英語） 
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<参考資料> 

 

APOSHO とは 

APOSHO とは、「アジア太平洋労働安全衛生機構」、Asia Pacific Occupational 

Safety and Health Organization の略称です。APOSHO は、アジア太平洋地域にお

ける労働安全衛生活動を促進する非営利団体で構成された国際組織です。1985

年 8 月に、第 1 回会議がシンガポールで開催されました。APOSHO 年次会議は、

各国の団体の持ち回りで毎年開催されており、この度 2021 年に日本でオンライン

開催される運びとなりました。日本による開催は、1989 年以来 32 年ぶりとなりま

す。 

 

APOSHO の目的 

・アジア太平洋地域における労働安全衛生の意識と対策に関する分野の理解と協

力を促進し、強化する。 

・アジア太平洋地域における労働安全衛生の意識と対策に関する情報交換とネット

ワーキングづくりを促進する。 

 

APOSHO活動内容 

APOSHO の会員は、原則として「アジア太平洋地域の非政府、非営利・公益の団

体で、 主な活動が労働安全衛生に関係している加入団体」を正会員としています。 

我が国では中央労働災害防止協会（中災防）が加入しています。 アジア太平洋地

域の政府機関の加入団体を準会員（Associate member）としています。 それ以外

の政府・非政府を問わず、アジア太平洋地域以外も含めた 加入団体を関係団体

（Affiliate member）としています。 ただし、このような規約が整備される前に加入し

ていた団体もあり、 かつ非政府の団体のない国（例えば社会主義国）もあって例

外もあります。 

 

過去と今後の APOSHO 大会開催状況 

第 38 回 タイ（SHAWPAT）（2024 年 12 月） 

第 37 回 マレーシア（MSOSH）（2023 年 8 月） 

第 36 回 オーストラリア（NSCA Foundation）（2022 年 11 月） 

第 35 回 日本（JISHA） （2021 年 10 月） 

（第 35 回 マレーシア（NIOSH 及び MOSHPA）（2020 年 8 月予定）開催は、新型コ

ロナウイルスの流行により中止） 

第 34 回 中国（貴陽）（COSHA）（2019 年 9 月） 

第 33 回 香港（2018 年 12 月） 

第 32 回 シンガポール（2017 年 9 月）世界労働安全衛生大会と近接開催 
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中間会議 タイ（2016 年 12 月）* 中間会議は会議開催空白期間が 1 年以上あり、

会員の賛同が得られた場合に特別に開催される。 

第 31 回 インド（2016 年 4 月） 

第 30 回 韓国（2015 年 6 月） 

第 29 回 タイ（2014 年 7 月） 

第 28 回 インドネシア（2013 年 10 月） 

第 27 回 フィリピン（2012 年 9 月） 

第 26 回 オーストラリア（2011 年 11 月） 

第 25 回 モーリシャス（2010 年 4 月） 

（第 25 回フィリピン開催（2009 年予定）は、新型インフルエンザが収束していないこ

とを理由に中止） 

第 24 回 韓国（2008 年 7 月）世界労働安全衛生大会と近接開催 

第 23 回 シンガポール（2007 年 11 月） 

第 22 回 タイ（2006 年 5 月） 

第 21 回 インドネシア（2005 年 9 月） 

第 20 回 中国（北京）（2004 年 9 月） 

第 19 回 マレーシア（2003 年 9 月） 

第 18 回 ベトナム（2002 年 10 月） 

第 17 回 台湾（2001 年 9 月） 

第 16 回 モーリシャス（2000 年 4 月） 

第 15 回 フィリピン（1999 年 10 月） 

第 14 回 韓国（1998 年 4 月） 

第 13 回 香港（1997 年 4 月） 

第 12 回 オーストラリア（1996 年 5 月） 

第 11 回 インド（1995 年 11 月） 

第 10 回 マレーシア（1994 年 9 月） 

第 9 回 インドネシア（1993 年 9 月） 

第 8 回 中国（西安）（1992 年 9 月） 

第 7 回 中国（北京）（1991 年 10 月） 

第 6 回 シンガポール（1990 年 12 月） 

第 5 回 日本（1989 年 9 月） 

第 4 回 日本（1988 年 9 月） 

第 3 回 オーストラリア（1987 年 9 月） 

第 2 回 香港（1986 年 9 月） 

第 1 回 シンガポール（1985 年 9 月） 
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APOSHO 会員リスト及び活動内容(2021.05.26) 

正会員 
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関係団体 

準会員 


